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令和６年第３回穴水町議会　９月定例会　議案一覧

会期：令和6年9月3日～9月20日会期：令和6年9月3日～9月20日

穴水町教育委員会委員の任命について

穴水町教育委員会委員の任命について

令和 6年度穴水町一般会計補正予算（第 3号）

令和 6年度穴水町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）

令和 6年度穴水町公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号）

令和 6年度穴水町介護保険特別会計補正予算（第 1号）

令和 6年度穴水町病院事業会計補正予算（第 2号）

令和 6年度穴水町水道事業会計補正予算（第 2号）

穴水町本社機能立地促進のための固定資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例について

穴水町令和 6年能登半島地震復興基金条例について

財産の取得について（事務用パソコン機器（107 台分））

財産の取得について（8ｔ級除雪ドーザー）

財産の取得について（鹿波分団に配備する消防ポンプ自動車）

町道の認定について

令和 5年度穴水町一般会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町病院事業会計歳入歳出決算認定について

令和 5年度穴水町水道事業会計歳入歳出決算認定について

６災５４０８号 町道東部中央線道路災害復旧工事請負契約の締結について

６災５４０９号 町道東部中央線（その２）道路災害復旧工事請負契約の締結について

６災５４１０号 町道東部中央線（その３）道路災害復旧工事請負契約の締結について

６災５４１１号 町道東部中央線（その４）道路災害復旧工事請負契約の締結について

６災５４１４号 町道由比ケ丘2号線ほか2路線道路災害復旧工事請負契約の締結について

財産の取得について（災害公営住宅建設予定地（上野地内））

議案第 25 号

議案第 26 号

議案第 27 号

議案第 28 号

議案第 29 号

議案第 30 号

議案第 31 号

議案第 32 号

議案第 33 号

議案第 34 号

議案第 35 号

議案第 36 号

議案第 37 号

議案第 38 号

議案第 39 号

議案第 40 号

議案第 41 号

議案第 42 号

議案第 43 号

議案第 44 号

議案第 45 号

議案第 46 号

議案第 47 号

議案第 48 号

議案第 49 号

議案第 50 号

議案第 51 号

原案同意

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案認定

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

全員賛成
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穴水町税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告について報告第 22 号

番 号 件　　名 可　否 摘 要

原案承認 全員賛成

健全化判断比率及び資金不足比率報告書について  

例月出納検査の結果報告について

令和 5年度（一財）穴水町文化･スポーツ振興事業団事業報告及び収入支出決算書の報告について  

議会報告第 4号

議会報告第 5号

議会報告第 6号

町議会記録は
こちらから▶

令和6年　議会の動き（7 月～ 9 月）
7 月 事　業　名 会　場　等

能登総合開発促進協議会 理事会・総会
能越自動車道建設促進期成同盟会総会
石川県議会総務復興企画委員会視察
町復興計画策定に係る住民説明会

白山団地仮設住宅視察
議長・副議長・委員長研修会

例月出納検査
第 3回穴水町復興計画策定委員会

長野県飯島町議会社会文教委員会行政視察
町復興計画策定に係る住民説明会

石川県議会庁舎
高岡市

庁舎委員会室／町内
諸橋公民館／庁舎大ホール

町内
金沢市

庁舎委員会室
庁舎大ホール

庁舎委員会室／町内
兜公民館／庁舎大ホール

２日
4日
9日
21 日

8 月 事　業　名 会　場　等
議員協議会

町復興計画策定に係る住民説明会
石川県知事被災地視察

定住促進団地宅地貸付等審査委員会
議員・監査委員合同研修会

第 4回穴水町復興計画策定委員会
例月出納検査

議会運営委員会 /全員協議会
穴水小学校仮設校舎視察

議員協議会

庁舎委員会室
住吉公民館／庁舎大ホール

町　内
庁舎 201 会議室

金沢市
庁舎大ホール
庁舎委員会室

庁舎会議室／委員会室
町　内

庁舎委員会室

9 月 事　業　名 会　場　等
穴水町仮設商店街視察

議会 9月定例会　開会
　　　〃　　　　一般質問
　　　〃　　　　総務産業建設常任委員会　
　　　〃　　　　教育民生常任委員会
　　　〃　　　　予算決算特別委員会
　　　〃　　　　予算決算特別委員会（現地）
　　　〃　　　　閉会

例月出納検査
第 5回穴水町復興計画策定委員会
町復興計画策定に係る住民説明会

議員協議会

防災広場
庁舎議場
庁舎議場
庁舎委員会室
庁舎委員会室
庁舎委員会室
町　内
庁舎議場
庁舎委員会室
庁舎大ホール

諸橋公民館／庁舎大ホール
庁舎委員会室

編
集
後
記

         

穴
水
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

   

委
員
長　
　

小
谷　

政
一

　
　
　
　
　

   

副
委
員
長　

宮
本　

浩
司

　
　
　
　
　

   

委　

員　
　

大
中　

正
司

　
　
　
　
　

   

委　

員　
　

小
坂　

孝
純

　

大
相
撲
の
大
の
里
が
、
石
川
県
に
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

初
土
俵
か
ら
の
史
上
最
速
優
勝
や
史
上
初
の
「
大

銀
杏
」
が
な
い
大
関
昇
進
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
凄
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
成
績
以
外
に
関
心
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

取
組
制
限
時
間
一
杯
に
な
る
と
力
士
は
「
呼
出
」

か
ら
タ
オ
ル
を
受
け
取
り
、
体
や
顔
を
拭
く
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
彼
は
タ
オ
ル
を
使
用
し
た
後
、

き
ち
ん
と
畳
ん
で
軽
く
会
釈
を
し
て
「
呼
出
」
に

返
す
の
で
す
。
そ
の
行
為
は
、
親
の
教
育
な
の
か

小
中
高
・
大
学
の
恩
師
の
教
え
な
の
か
、
そ
れ
と

も
二
所
ノ
関
親
方
の
指
導
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
社
会
人
と
し
て
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、注
意
し
て
観
て
下
さ
い
。

　

礼
儀
が
し
っ
か
り
し
て
好
感
度
が
高
く
、
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
の
姿
勢
や
リ
ス
ペ
ク
ト
を
備
え
た

人
と
し
て
の
資
質
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ガ
ン
ガ
ン

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
彼
に
対
し
、「
天
は
二
物
も
三
物
も
与
え

る
ん
だ
な
あ
」
な
ん
て
こ
と
を
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
穴
水
」
で
は
明
る
い

話
題
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
予
定
し
た
仮
設
住

宅
の
建
設
が
完
了
し
、
公
費
解
体
も
他
の
自
治
体
に

比
べ
る
と
早
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
生
活
支
援
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
本
当
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

穴
水
町
の
将
来
、
そ
し
て
町
民
が
真
の
笑
顔
を

取
り
戻
せ
る
の
か
否
か
は
こ
れ
か
ら
が
大
切
で
す
。

我
々
議
会
も
執
行
部
と
町
民
の
方
々
と
と
も
に
一

丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

                    　

               

文
責　

宮
本　

浩
司

2 日
3 日
10 日

13・17 日
18 日
20 日

29 日
30 日

8日
9日
17 日
20 日

25 日
26 日
27 日
28 日

24 日

22 日

28 日

30 日

26 日

25 日

12 日



の活動

総務産業建設常任委員会 ～主な要望・指摘事項～ 
委員：浜崎・小谷・山本・大中・小泉

教育民生常任委員会 ～主な要望・指摘事項～ 
委員：小坂・宮本・佐藤・湯口・伊藤

常任委員会令和6年9月
定例会

議案・請願・陳情を詳しく審査するため、法律に基づいて設置される委
員会で、穴水町には産業や税、施設等を扱う「総務産業建設常任委員会」
と教育や福祉などを中心に扱う「教育民生常任委員会」の2つがあります。

常任委員会とは

■ 固定資産税減免対応業務について
令和 6 年能登半島地震により、固定資産税が減免される事を町民に分かるように周知し、また減免を受けるた
めに必要な申請がある場合には、該当基準や申請方法を分かりやすく広報すること
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■ 飲料水の確保について■ 宿泊交流体験施設整備事業について
各種事業の実施にあたり、費用対効果の分析を十
分に行ったうえで、事業の継続等を考慮すること

震災から 9 ヶ月が経過し飲料水の確保が出来てい
ない地区がある。一日も早い復旧に向け、更なる
対策を講じること

■ 緊急通報装置設置事業について■ 墓石等復旧支援事業について
町外に住む方々からも要望があると思われる。今
後の検討課題にしてほしい

設置対象世帯については、応急仮設住宅等での生
活実態を確認したうえで設置し、安心した日常生
活が送れるよう見守り対策をしっかり行うこと

■ 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成金について
行き場のない猫を捕獲し手術を行うことは容易な事ではないが、活動を行っている方々にも協力を得なが
ら取り組んで欲しい

■ 令和 6年能登半島地震復興基金基本メニューについて
石川県から示された基本メニューから今回予算化された 17 事業について、町民に寄り添った事業展開が
なされるよう検討し、広く周知に務めること

■ 病院医師住宅解体工事について
被災した医師住宅の解体に伴い、今後新たに住宅の確保が課題となる。常勤医師が確保できるよう、実状
に応じた医師住宅の整備を進めること
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補正予算の概要【令和６年度９月補正】

9 月補正額会　　　計

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険

公共下水道 

介護保険 

後期高齢者医療 

企
業
会
計

収益的

資本的

収益的

資本的

病院事業

水道事業

合　　　計

予算額（補正後）

12 億 2,940 万円

301 万円

10 億 5,662 万円

1億 878 万円

－

－

1億 1,572 万円

1億 3,978 万円

6億 2,552 万円

32 億 7,883 万円

※企業会計は、支出額を計上

地域コミュニティの維持を図るため、地域が維持・管理する神社・祠等を再建する費用の一部を補助
補助率：3/4（上限 1,200 万円）

〇 地域コミュニティ施設等再建支援事業　　　　　　　　　　　　　　 ・・・6,000万円

※事業の申請受付については、準備が整い次第「広報あなみず」等で周知されます。

8月 23日、石川県が示した
「令和6年能登半島地震復興基金」基本メニューから
9月補正予算として採択された事業の一部を紹介します。

既存の集会所を応急仮設住宅の集会施設として
使用する経費の一部を支援
対象施設：下唐川集会所
　　　　　志ケ浦コミュニティセンター
　　　　　河内地区コミュニティセンター

〇 仮設住宅集会施設支援事業
・・・80万円

仮設住宅における自治組織の設立経費や運営・
活動費を支援
交付額：上限 2万 5千円～ 20 万円 / 年
　　　　※自治組織の規模に応じて

〇 仮設住宅自治組織形成支援事業
・・・100万円

被災により住民が減った自治会等が管理する防
犯灯の電気料を支援
対　象：住民が 2割以上減少した自治会等
交付額：1/2（上限 8千円 / 灯）

〇 地域防犯灯管理支援事業  ・・・1，320万円

被災した地域住民が管理する水道施設の復旧に
要する経費の一部を支援
対象地区：河内地区

〇 地域水道施設復旧事業
                              ・・・1,376万円

192 億 9,620 万円

10 億 2,140 万円

28 億 8,773 万円

15 億 9,196 万円

1億 8,116 万円

25 億 2,950 万円

3億 5,547 万円

4億 3,513 万円

10 億 7,327 万円

293 億 7,181 万円
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集落共有の墓地における共有部分の復旧に係る費用を支援
補助率：1/2（上限 1,200 万円 / 件）

〇 共同墓地復旧支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ・・・2,400万円

住宅に被害を受けた方（半壊以上）が、町内で新たに新築・購入される方を支援
奨励金：100 万円 / 世帯

〇 能登半島地震住宅取得奨励金支援事業　　　　　　　　　　　    　　・・・5,000万円

住家被害が準半壊・一部損壊の世帯に拡充し、修繕に係る費用を支援
補助金額：準半壊　　36 万 3千円 / 世帯
　　　　　一部損壊　34 万 3千円 / 世帯

〇 住宅等復旧支援事業　　　　　　　　　　　    　　　　　　　・・・2億 5,000万円

町単独事業

大家 志夫 氏  （宇加川）再任  / 小林 由起子 氏  （川島）再任

〇 教育委員会委員（任期：令和6年10月 1日～令和10年9月30日）

人事案件

応急的住まいから、県内の民間賃貸住宅へ入居
する際の契約初期費用（敷金、礼金等）を支援
助成額：一律 20 万円 / 世帯（1回限り）

〇 住まい再建・賃貸入居支援事業
・・・100万円

墓石の復旧・移設・新規建立を行った方への支援
対象者：穴水町に住所を有する者
補助率：1/2（上限 10 万円 / 世帯）

〇 墓石等復旧支援事業 
                              ・・・8,000万円

土砂災害特別警戒区域内の半壊以上の住宅を移
転・建替する経費の一部を支援
補助率：1/2（住宅移転　上限 300 万円 / 世帯）
　　　　　　（住宅建替　上限 150 万円 / 世帯）

〇 土砂災害特別警戒区域内の被災宅地復旧
　 支援事業              ・・・3,750万円

応急的住まいから、県内の新たな住居への引越
費用を支援
助成額：一律 10 万円 / 世帯（1回限り）

〇 住まい再建・転居費用支援事業
・・・100万円

応急仮設住宅に入居する見守りが必要な世帯に通報装置を設置
〇 緊急通報装置設置事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・・・344万円
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委託料や補助金等、震災の影響で事業が中断したものについて、精算は行われているか

補助金等の返還や、事業によっては次年度への繰越を行っている

配食サービス事業で、震災により委託業者が休業しているようだが、現状は

5月より新たな配食業者に委託を行っている。見守り支援の一環として、配食事業の紹介を行う
など、より一層のサービスの向上に取り組んでいる

災害ボランティアセンター運営委託料の事業内容は

穴水町社会福祉協議会へ事業委託しており、正規職員の時間外手当と臨時職員の人件費である

大人向けの図書の中には、文字が小さく読みにくいものがある。世代別フォントにあった本の導入を
して欲しい
随時点検を行い適切に対応したい

予算決算特別委員会

歳　　入会　　　計

一般会計

うち、震災関連

特
別
会
計

国民健康保険

公共下水道 

介護保険 

後期高齢者医療 

企
業
会
計

収益的

資本的

収益的

資本的

病院事業

水道事業

歳　　出 差引額

4億 2,621 万円

0円

165 万円

126 万円

306 万円

36 万円

▲1億 8,719 万円

▲9,960 万円

▲2,149 万円

▲1億 822 万円

88 億 7,952 万円

23 億 5,610 万円

9億 5,465 万円

3億 8,723 万円

14 億 5,825 万円

1億 6,688 万円

24 億 9万円

1億 7,719 万円

2億 4,367 万円

3,526 万円

84 億 5,331 万円

23 億 5,610 万円

9億 5,300 万円

3億 8,597 万円

14 億 5,520 万円

1億 6,652 万円

25 億 8,728 万円

2億 7,679 万円

2億 6,515 万円

1億 4,,348 万円

○ 令和5年度一般会計・各特別会計・企業会計の決算を認定しました

委員会での審議

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A
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住吉公民館及び中居鋳物館は老朽化しており、併せて震災により地盤沈下が酷くなっている。
移転の考えはあるのか

計画的に修繕を行う。今後の検討課題として認識している

道路やマンホール等の隆起により、今年の除雪作業は苦慮すると思うが

各機関が道路を点検し、危険個所を除雪会議で事業者に周知し、万全の体制をとる

要望事項

■ 職員の年齢層に偏 ( かたよ ) りが生じており、今後、若い年齢層が管理職として手腕を発揮する事となる。
    各種研修を通して地方公務員としての資質向上を図り、住民目線で政策を実現していく力を備えて欲しい。

■ 震災を受け、穴水町社会福祉協議会の活動が力を発揮している。
   行政においては、情報交換を積極的に行い、地域密着の社会福祉協議会となるよう、今後も連携を密にし事業を
   行うこと。

■ 現代は、多様性を理解し、海外の人間と関わり交流できる人材が求められている。
    各学校においても、情報通信設備が配備され、それらが可能となっている。
    子どもたちのグローバル人材育成は重要な施策と考える。今後、そのような事業も行って欲しい。

■ 穴水町は立地がよく、遠方への通勤・通学にも便利な場所である。
    宅地の整備を進め、町外からの定住を促進し定住人口の増加に継げて欲しい。

宝山マリーナ
護岸や岸壁などの沈下・陥没など 棟瓦・建物の破損など 天井パネルの落下・スプリンクラーの故

障など

大仏庵 ラベンダーホール

Q

A

Q

A

現地視察
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質
問
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定
例
会
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今議会に墓石等復旧支援事業を提案した。合葬墓等の整備は、
震災後のふるさととの繋がりに効果的な施策であり、今後検討していく

大中 正司 議員

　
　
　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
宅
地
復

旧
事
業
、
耐
震
改
修
促
進
事
業
、
被
災
者
見
守
り
・
相

談
支
援
強
化
事
業
な
ど
が
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

な
り
わ
い
の
再
生
」
で
は
、
墓
石
等
復
旧
支
援
事
業
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
再
建
支
援
事
業
な
ど
が
、

「
魅
力
あ
る
子
育
て
と
教
育
の
環
境
づ
く
り
」
で
は
、

小
中
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
事
業
な
ど
が
、「
奥
能
登

の
玄
関
口
再
生
」
で
は
、
能
登
半
島
地
震
住
宅
取
得
奨

励
金
支
援
事
業
な
ど
を
本
議
会
へ
提
出
し
て
い
る
。
他

に
も
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で
、
穴
水
小
学
校
仮
設
校
舎

の
リ
ー
ス
料
、
穴
水
小
学
校
施
設
建
て
替
え
に
係
る
基

本
計
画
策
定
支
援
業
務
委
託
料
や
仮
設
商
店
街
整
備
事

業
を
実
施
し
て
い
る      　
　
　
　
　

       （
吉
村
町
長
）

　
　

 

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
す
ぐ
に

実
施
で
き
る
事
業
は

問答

　
　
　

目
標
指
数
の
進
捗
状
況
は
、
令
和
5
年
度
時
点

で
、
21
項
目
37
指
標
の
内
、
16
指
標
は
目
標
を
達
成
し

て
お
り
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
示
す
。
海
岸
保
全

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
策
定
計
画
は
、
策
定
済
み
。
水

や
食
料
の
備
蓄
量
は
、
水
は
５
，
５
０
０
本
、
食
料
は
，

４
，
０
０
０
食
。
上
下
水
道
の
耐
震
化
率
は
、
水
道
で

39.1
％
、
下
水
道
で
100
％
で
あ
る
。
こ
の
震
災
を
受
け
、

計
画
の
見
直
し
作
業
に
併
せ
、
評
価
・
検
証
を
行
う      

　
　
　
　
　

    　
　
　
　

 　
　
　

  （
北
川
総
務
課
長
）

　
　

 

穴
水
町
強
靭
化
計
画
の
目
標
指
標
の
進
捗

状
況
と
達
成
度
合
と
現
段
階
で
の
見
解
は

問答

　
　
　

墓
石
等
の
修
理
に
関
す
る
相
談
か
ら
、
今
議
会

に
墓
石
等
復
旧
支
援
事
業
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
墓
の

移
設
の
相
談
も
受
け
て
お
り
、
県
に
対
し
基
金
の
活
用

を
要
望
し
て
い
る
。
合
葬
墓
等
の
整
備
は
、
震
災
後
の

ふ
る
さ
と
と
の
繋
が
り
に
効
果
的
な
施
策
で
あ
り
、
今

後
検
討
し
て
い
く      　
　
　

  （
荒
木
環
境
安
全
課
長
）

　
　

 

能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
を
活
用
し
合
葬

墓
・
納
骨
堂
の
整
備
を
石
川
県
へ
要
望
し
た
結

果
は 問答

　
　
　

策
定
年
度
の
２
０
１
９
年
度
で
、
耐
震
診
断
は

３
件
、
耐
震
改
修
は
現
在
ま
で
申
請
が
な
く
、
耐
震
化

率
は
増
加
し
て
い
な
い
。
理
由
と
し
て
、
高
齢
化
率
が

高
い
こ
と
、
家
を
継
ぐ
者
が
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
今
回
の
震
災
を
受
け
、
耐
震
化
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
の
期
を
逃
さ
ず
住
宅
耐
震
化
の
推
進
を
図

っ
て
い
く      　
　
　
　

  　

     （
金
谷
地
域
整
備
課
長
）

　
　

 

穴
水
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
耐
震
診
断

や
改
修
へ
の
補
助
制
度
の
普
及
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か

問答

　
　
　

復
興
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
事
業
を
シ
ン
ボ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
た
形
で
、
早
期
着
手
が
必

要
な
事
業
は
議
会
に
随
時
提
案
し
、
最
終
的
に
は
、

11
月
開
催
の
復
興
計
画
策
定
委
員
会
で
協
議
し
承
認

を
得
て
、
12
月
定
例
会
に
提
出
し
決
定
す
る
。
そ
れ

以
降
も
、
復
興
に
関
し
て
必
要
な
事
業
は
、
随
時
議

会
に
提
出
し
て
い
く　
　

     　

  　
　

     （
吉
村
町
長
）

　
　

 

事
業
採
択
に
至
る
ま
で
の
工
程
表
を
示
せ

問答

能登半島地震復興基金を活用し合葬墓・
納骨堂の整備を石川県へ要望した結果は

※一般質問は、順不同です



一
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質
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9
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例
会
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学校探検を行う姿に一安心し、共に前を向いて
楽しい学校生活を送れるように努める 宮本 浩司 議員

　
　
　

8
月
29
日
の
全
校
登
校
日
か
ら
、
児
童
は
仮

設
校
舎
へ
の
登
校
を
始
め
て
い
る
。
担
任
の
先
生
に
引

率
さ
れ
嬉
し
そ
う
に
「
学
校
探
検
」
を
行
う
姿
は
、
児

童
か
ら
完
成
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
伝
わ
り
一
安
心
し
て
い

る
。

中
学
校
で
の
経
験
が
、良
い
学
び
の
機
会
で
あ
っ
た
が
、

我
慢
や
寂
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
「
自
分

た
ち
の
学
校
」
に
通
う
こ
と
を
話
す
児
童
た
ち
に
は
、

仮
設
校
舎
が
未
来
の
穴
水
を
つ
く
る
「
希
望
の
学
校
」

に
な
る
こ
と
を
願
う    　
　

                  （
大
間
教
育
長
）

　
　

 

仮
設
校
舎
で
の
児
童
の
様
子
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か

問答
　
　
　

プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
仮
設
校
舎
は
、
外
気
温
に
よ

る
影
響
を
抑
え
る
た
め
断
熱
材
、二
重
ガ
ラ
ス
を
使
用
。

床
は
、
木
製
と
金
属
製
の
板
を
二
重
に
敷
き
防
音
性
能

と
強
度
を
高
め
て
い
る
。
児
童
が
思
わ
ぬ
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
先
生
に
は
注
意
深
く
見
守
り
、
教
育
委
員
会

で
は
万
全
の
点
検
・
維
持
管
理
を
行
い
、
円
滑
な
学
校

運
営
を
支
え
て
い
く    （
松
尾
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

 

仮
設
校
舎
で
注
意
及
び
配
慮
す
べ
き
点
は

問答

　
　
　

１
学
期
中
に
全
学
年
２
時
間
以
上
、
座
学
に
よ

る
授
業
を
実
施
。
低
学
年
は
、
町
民
子
ど
も
プ
ー
ル
で

着
衣
水
泳
教
室
を
実
施
。

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
は
、
建
設
か
ら
43
年
が
経
過
し
老
朽
化

が
進
み
、
プ
ー
ル
本
体
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
。
来
年

度
は
プ
ー
ル
授
業
ま
で
に
修
繕
を
行
う
と
共
に
、
新
築

も
視
野
に
検
討
す
る

                                       （
松
尾
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

 

水
泳
授
業
と
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
方
向
性
は

問答

　
　
　

現
時
点
で
は
児
童
生
徒
か
ら
の
切
実
な
訴
え

や
、
目
に
見
え
る
変
化
は
な
い
が
、
小
さ
な
兆
候
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
注
意
深
く
観
察
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
、教
職
員
間
の
報
告
・

連
絡
・
相
談
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、

共
に
前
を
向
い
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
務
め
る            　
　
　

     （
大
間
教
育
長
）

　
　

 

被
災
し
た
子
ど
も
の
心
へ
の
影
響
は

問答

　
　
　

例
年
、
７
月
頃
に
関
係
機
関
に
協
力
を
得
な
が

ら
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
実
施
し
な
い
。
学
校

と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
随
時
点
検
を
行
い
、
危
険
箇

所
を
発
見
し
た
場
合
は
速
や
か
に
関
係
機
関
と
協
力
し

改
善
を
行
う    　
　
　
（
松
尾
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

 

通
学
路
合
同
点
検
の
実
施
状
況
は

問答
　
　
　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
解
消
さ

れ
た
部
分
は
、
翌
年
度
削
除
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

検
討
や
要
望
の
経
過
や
結
果
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫

し
、
公
表
す
る             （
松
尾
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
　

 

通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

問答

仮設校舎での児童の様子や心への影響は

　
　
　

宅
地
を
手
に
入
れ
た
い
、
手
放
し
た
い
方
々

に
対
し
、町
で
は
「
空
き
家
等
バ
ン
ク
情
報
整
備
事
業
」

が
あ
る
。
改
め
て
、
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
宣
伝

強
化
を
図
り
、
本
来
の
姿
で
あ
る
宅
地
に
住
宅
が
建
設

さ
れ
る
よ
う
促
進
す
る
。
農
業
振
興
地
域
以
外
の
農
地

に
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ

相
談
し
て
欲
し
い   　
　

          （
小
林
観
光
交
流
課
長
）

　
　

 

公
費
解
体
後
の
土
地
の
活
用
に
つ
い
て

問答

※一般質問は、順不同です



一
般
質
問
　
9
月
定
例
会
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歩道は、応急修理で対応しており、
今後マンホール等の復旧に併せ舗装復旧を進めていく

令和 6年 7月1日付で浜崎音男議員（88歳）に
高齢者叙勲として旭日双光章が贈られ、
8月28 日に吉村町長より伝達式が行われた。
昭和62年4月に初当選し、現在10期目を務めており、
議長を3 回（4年 8日）、副議長を1回歴任している。

湯口 かをる 議員

　
　
　

被
災
家
屋
等
の
公
費
解
体
・
撤
去
は
、
現
状
で

は
困
難
な
状
況
で
、
災
害
復
旧
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た

段
階
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
傾
斜
の
あ
る
造
成
宅
地
は
、
場
所
に
よ
っ
て
状
況

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
地
質
調
査
な
ど
の
結
果
を
考
慮

し
、
国
・
県
と
協
議
を
行
い
、
対
象
区
域
を
区
切
っ
て

順
次
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る     　
　
　
　

　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
金
谷
地
域
整
備
課
長
）

　
　

 

由
比
ケ
丘
地
区
の
災
害
復
旧
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か

問答
　
　
　

護
岸
に
隣
接
す
る
宅
地
の
復
旧
は
、
国
・
県
と

連
携
し
、
早
期
復
旧
に
向
け
調
査
等
を
進
め
て
い
る
。

宅
地
の
嵩
上
げ
は
、
宅
地
復
旧
事
業
制
度
を
活
用
し
原

型
復
旧
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る    　
　
　
　

    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
金
谷
地
域
整
備
課
長
）

　
　

 

住
宅
再
建
に
向
け
た
宅
地
の
災
害
復
旧
で

町
と
し
て
で
き
る
対
策
は
な
い
の
か

問答

　
　
　

中
学
生
議
会
で
提
案
さ
れ
平
成
21
年
度
に
制
定

さ
れ
た
条
例
で
あ
り
、
町
の
美
し
い
自
然
と
快
適
な
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
各
々
の
責
務
を
定
め
て
い

る
。
不
法
投
棄
は
、
看
板
を
設
置
し
定
期
巡
回
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
防
止
に
務
め
る
。
空
き
地
は
、
所
有
者

に
対
し
適
正
な
管
理
を
促
し
て
い
く    　
　
　
　

                                                  

                                                      （
荒
木
環
境
安
全
課
長
）

　
　

 

被
災
後
の
穴
水
町
環
境
美
化
条
例
を
ど
の

よ
う
に
遵
守
す
る
の
か

問答
　
　
　

生
活
に
欠
か
せ
な
い
幹
線
道
路
の
復
旧
を
最
優

先
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
歩
道
は
、
応
急
修
理
で
対

応
し
て
お
り
、
今
後
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
復
旧
に
併
せ
舗

装
復
旧
を
進
め
て
い
く
。
防
犯
灯
の
設
置
は
、
町
道
か

ら
団
地
の
進
入
路
及
び
駐
車
場
付
近
に
８
カ
所
12
基
が

設
置
済
み
。
今
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
側
の
駐
車
場
に
設

置
予
定
で
あ
る 　

         　

       （
金
谷
地
域
整
備
課
長
）

　
　

 

歩
道
の
災
害
復
旧
の
状
況
と
、
由
比
ケ
丘

仮
設
住
宅
の
防
犯
灯
の
設
置
を
要
望
す
る

問答

歩道の災害復旧の状況と、由比ケ丘仮設
住宅の防犯灯の設置を要望する

※一般質問は、順不同です

高齢者叙勲
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7 月 24 日、白山地区に完成した石川モデル
の仮設住宅を視察しました。同住宅は長屋型
で、22 世帯が入居することになります。町内
外での長い避難所生活を経ての新たな生活が
始まりますが、健康に留意され、地域コミュ
ニティを図り、生活再建に向けた第一歩を踏
み出すことを願います。

震災後は穴水中学校校舎を借りて授業を行っ
てきた穴水小学校の児童ですが、新しい学び
舎が同校運動場に完成し、8 月 28 日に視察
しました。仮設校舎ゆえに学校生活には制限
が伴い不便な面もありますが、児童の黄色い
声と明るい笑顔が絶えない校舎であることを
願うと同時に、私たち大人も温かく児童を見
守りたいものです。

数年後の本店舗再開を目指し、防災広場に完
成した仮設商店街。飲食店や美容室、衣料品
店など全 9 店舗が入居し、9 月 2 日に視察し
ました。愛称「あなみずスマイルマルシェ」は、
穴水高校生が考案し、その名のとおりに多く
の方が訪れ、笑顔で賑わい地域の活力を発信
することが期待されます。みせましょう！あ
なみずの底力を！

白山団地仮設住宅視察

穴水小学校仮設校舎視察

仮設商店街
（あなみずスマイルマルシェ）視察

穴水町鹿波地区敬老会

2024 vol.
令和6年11月1日発行
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令和6年　議会の動き（7 月～ 9 月）
7 月 事　業　名 会　場　等

能登総合開発促進協議会 理事会・総会
能越自動車道建設促進期成同盟会総会
石川県議会総務復興企画委員会視察
町復興計画策定に係る住民説明会

白山団地仮設住宅視察
議長・副議長・委員長研修会

例月出納検査
第 3回穴水町復興計画策定委員会

長野県飯島町議会社会文教委員会行政視察
町復興計画策定に係る住民説明会

石川県議会庁舎
高岡市

庁舎委員会室／町内
諸橋公民館／庁舎大ホール

町内
金沢市

庁舎委員会室
庁舎大ホール

庁舎委員会室／町内
兜公民館／庁舎大ホール

２日
4日
9日
21 日

8 月 事　業　名 会　場　等
議員協議会

町復興計画策定に係る住民説明会
石川県知事被災地視察

定住促進団地宅地貸付等審査委員会
議員・監査委員合同研修会

第 4回穴水町復興計画策定委員会
例月出納検査

議会運営委員会 /全員協議会
穴水小学校仮設校舎視察

議員協議会

庁舎委員会室
住吉公民館／庁舎大ホール

町　内
庁舎 201 会議室

金沢市
庁舎大ホール
庁舎委員会室

庁舎会議室／委員会室
町　内

庁舎委員会室

9 月 事　業　名 会　場　等
穴水町仮設商店街視察

議会 9月定例会　開会
　　　〃　　　　一般質問
　　　〃　　　　総務産業建設常任委員会　
　　　〃　　　　教育民生常任委員会
　　　〃　　　　予算決算特別委員会
　　　〃　　　　予算決算特別委員会（現地）
　　　〃　　　　閉会

例月出納検査
第 5回穴水町復興計画策定委員会
町復興計画策定に係る住民説明会

議員協議会

防災広場
庁舎議場
庁舎議場
庁舎委員会室
庁舎委員会室
庁舎委員会室
町　内
庁舎議場
庁舎委員会室
庁舎大ホール

諸橋公民館／庁舎大ホール
庁舎委員会室

編
集
後
記

         

穴
水
町
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

   

委
員
長　
　

小
谷　

政
一

　
　
　
　
　

   

副
委
員
長　

宮
本　

浩
司

　
　
　
　
　

   

委　

員　
　

大
中　

正
司

　
　
　
　
　

   

委　

員　
　

小
坂　

孝
純

　

大
相
撲
の
大
の
里
が
、
石
川
県
に
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
を
届
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

初
土
俵
か
ら
の
史
上
最
速
優
勝
や
史
上
初
の
「
大

銀
杏
」
が
な
い
大
関
昇
進
な
ど
、
も
ち
ろ
ん
凄
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
成
績
以
外
に
関
心
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

取
組
制
限
時
間
一
杯
に
な
る
と
力
士
は
「
呼
出
」

か
ら
タ
オ
ル
を
受
け
取
り
、
体
や
顔
を
拭
く
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
彼
は
タ
オ
ル
を
使
用
し
た
後
、

き
ち
ん
と
畳
ん
で
軽
く
会
釈
を
し
て
「
呼
出
」
に

返
す
の
で
す
。
そ
の
行
為
は
、
親
の
教
育
な
の
か

小
中
高
・
大
学
の
恩
師
の
教
え
な
の
か
、
そ
れ
と

も
二
所
ノ
関
親
方
の
指
導
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
社
会
人
と
し
て
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
、注
意
し
て
観
て
下
さ
い
。

　

礼
儀
が
し
っ
か
り
し
て
好
感
度
が
高
く
、
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
の
姿
勢
や
リ
ス
ペ
ク
ト
を
備
え
た

人
と
し
て
の
資
質
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
ガ
ン
ガ
ン

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
彼
に
対
し
、「
天
は
二
物
も
三
物
も
与
え

る
ん
だ
な
あ
」
な
ん
て
こ
と
を
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
穴
水
」
で
は
明
る
い

話
題
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
予
定
し
た
仮
設
住

宅
の
建
設
が
完
了
し
、
公
費
解
体
も
他
の
自
治
体
に

比
べ
る
と
早
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
生
活
支
援
の
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
本
当
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

穴
水
町
の
将
来
、
そ
し
て
町
民
が
真
の
笑
顔
を

取
り
戻
せ
る
の
か
否
か
は
こ
れ
か
ら
が
大
切
で
す
。

我
々
議
会
も
執
行
部
と
町
民
の
方
々
と
と
も
に
一

丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

                    　

               

文
責　

宮
本　

浩
司

2 日
3 日
10 日

13・17 日
18 日
20 日

29 日
30 日

8日
9日
17 日
20 日

25 日
26 日
27 日
28 日

24 日

22 日

28 日

30 日

26 日

25 日

12 日


